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⚫ 入社以来、情報システム部門で、全社規模のIT改革や業務プロセス
改革プロジェクトに参画するなど、社内ITに従事。

⚫ 2018年度、One Dataプラットフォームの前身となる
データ利活用基盤を立ち上げ、データ利活用の社内サービスを展開。

⚫ 2022年度、データマネジメントの専門組織を立ち上げ
NECのデータドリブン経営の中核となるデータマネジメントをリード。

⚫ 現在は、データ戦略、データ／コード標準化のCoEとして
NECグループ全体のデータガバナンスに従事。

コーポレートＩＴ戦略部門
データ＆アナリティクス統括部
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１. コーポレート・トランスフォーメーション
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変革タスクフォース DX Agenda策定

2012 2018 2019 2020 2021 2024 20252017

経営がコミットしDXに着手
本格的なコーポレート・

トランスフォーメーションを加速

カルチャー変革 RISE 2.0
「変わり続けることが文化」の会社

2018中計
取り下げ

グローバルシステム基盤構築

カルチャー変革本部設立
社長タウンホールミーティング など

人・カルチャーの変革
NECの存在意義の見つめ直し

安全・安心・公平・効率

カルチャー変革 RISE 1.0

「変わることの拒絶」を払拭 、変化の受容へ
構造改革断行

CEO直下 “Transformation Office” 設立

コーポレート・
トランスフォーメーション
変革プロジェクト 記者会見

経営・事業の高度化、組織対応力強化により
ビジネスアウトカム創出

「クライアントゼロ」として
“活きた変革ノウハウ”をお客様と社会に還元

2021/6/14

人・組織・文化の変革を含め
改革を牽引する 9 Drivers

経営幹部による変革タスク
フォース活動とコミットメント

• nec.comドメイン一本化
• OneNEC.com（情報共有基盤）

2008
基幹システム再編
（SAP ERP導入）

2016
オンプレデータ利活用基盤導入

2014
シェアードサービス化
（NECマネジメントパートナー設立）

変革の歴史

成長を支えたコーポレート・トランスフォーメーション
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＜社内DX変革全体像＞ Purpose実現と劇的なビジネスアウトカム・インパクト

プロセスを変革の要に
データを価値に

データドリブン経営 & 
マネジメント変革

全社エクスペリエンス変革

シームレスな体験・プロセス変革による“つながる”価値創出（デジタルID、ServiceNow、Celonis）統合エクスペリエンス

One Data / One Place / One Fact で企業価値を最大化（ダッシュボード、データカタログ）DATAプラットフォーム

クラウドネイティブでセキュアな次世代プラットフォームによるアジリティ＆レジリエンス実現ITインフラ & セキュリティ

中計目標

多様な人材が集う
選ばれる企業

人の力を解き放つ
モダンワーク

Digital Native
統合運用モデルへ

人はより付加価値の
高い領域へシフト

働き方のDX 営業・基幹業務のDX 運用のDX

EBITDA成長率 年平均9%戦略 エンゲージメントスコア50%文化
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２. データドリブン経営の目指す姿
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NECのデータドリブン経営

経営層から社員まで同じデータでファクトに向き合い、未来志向のアクションへ

データを起点にビジネススピードを最大化

1. 報告を待たず、

自ら状況を把握し課題を特定

2. スピーディな指示

迅速な意思決定

プロアクティブな対応

End to End プロセス標準化 ベースレジストリ整備 1. 課題を深堀り検討

2. 提案・実行KFP（経営・ファイナンスプロセス刷新PJ）による
一気通貫でデータが流れるコーポレート経営基盤

ファクトに向き合う アクションを実行

経営コックピット

ダッシュボード
（CxO領域ごと）

経営層

社員

同じデータを共有

10領域98種

投影のみ
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データの民主化
経営ダッシュボードを基軸にデータを民主化し、データドリブン経営の変革を目指す。

必要なデータがすぐに使えない
（データのサイロ化）

必要な時に必要なデータが使える
（データの民主化）

目指す姿これまでの課題

ばらばら
（データ結合困難）

組織毎にデータ整備
（組織固有）

組織 組織組織

勘・経験・度胸に
基づいた意思決定

資料作成に忙殺
検討不十分

組織毎のレポート
でマネジメント

組織 組織組織

データ標準化/一元化
（共通言語）

組織 組織組織

コード標準化
（データ結合容易）

BI×AI等の分析に
基づいた意思決定

資料作成から解放
検討に注力

全社

標準レポートで
マネジメント

全社

ほしいデータが
みつからない

データの所在管理
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データドリブン経営の取り組み
各CXOと連携して、One Data・One Place・One Factでのデータドリブン経営を実現

経営ダッシュボードを基に意思決定できるマネジメント変革

標準情報種・カタログの一元管理
オーナーがデータ・レポートの信頼性を確保

経営ダッシュボード・標準情報種を基に実現

One FactOne PlaceOne Data

データを共通言語化（標準情報種/カタログ）

作成支援・推進 データマネジメントカルチャー醸成サイクル支援/データ利活用者教育 ガバナンス

・
・
・

機能
領域

事業
領域

Finance

CorporateStrategy

Marketing

Digital

HR&GA

CIO／CISO

CSCO

XXX

One Dataプラットフォーム 

意思決定

戦略立案

製造生産管理

研究開発

営業活動

社員オーナー
（機能領域）

要件定義

公開範囲決定

フィードバック

レベルアップ

モニタリング

経営ダッシュボード

標準情報種

カタログ
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３. データマネジメント
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データドリブン経営で必要な要素
組織全体で同じ方向を向くために戦略が最重要。その上でベースとなるデータを蓄積・分析するための仕組みを

構築し、全社員がデータに基づいた意思決定を適切に行うためのガバナンスが必要となる。

ガバナンス

仕組み

戦 略 データドリブン経営における目的、戦略・構想、ロードマップの策定

社員の習熟状況に合わせて成長を促す人材育成、カリキュラム整備など

データを集め活用するための柔軟な基盤の整備

状況に応じた適切な分析・解析やデータ整備の支援

データ活用文化醸成のための施策の実行など

戦略策定

基盤

分析/AI

文化

人材

データマネジメント組織の組成とガイドライン整備組織/統制
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データドリブン経営で必要な要素
～ 戦略 ～

戦略策定

基盤

分析/AI

組織/統制

人材

文化
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データドリブン経営の基本戦略
➢ 基本戦略としてガバナンス/プロセス/レポート/データの観点で整理。

➢ 領域別(CxO)に基本戦略について合意し、レポート・データの乱立を防ぐ。

CxOのオーナーシップ獲得 Quick Winと改善

事業経営レポートの一元化 データの共通言語化/一元化

Governance Process

Report Data

➢ 領域別オーナーシップの明確化

✓ 各CxOが自領域のデータ利活用を推進することで、
データドリブン経営の全社展開を加速

➢ 経営ダッシュボードの構築

✓ CxO領域ごとにダッシュボードを構築し、全社員が
アクセスできるサイトに一元化

➢ アジャイルな開発の導入

✓ すべての成果物を迅速に開発・公開し、利用者から
のフィードバックを基に精度を向上

➢ 標準情報種・カタログの構築

✓ CxO領域ごとに共通利用のために結合・加工した
データ（標準情報種）と、データを迅速に見つける
ためのデータ辞書（カタログ）を作成し、一元化

戦略策定
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データドリブン経営で必要な要素
～ 仕組み ～

戦略策定

基盤

組織/統制

人材

文化

分析/AI
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データ利活用基盤

データを仮想化することで、一元管理をスピーディに実現

「Quick Win + スケール」「アジャイル」な仕組みで、社内のデータ活用を促進

One Data プラットフォーム

Marketing & 
Sales

基幹業務
バックオフィス

HR / Talent
働き方・行動

ファシリティ
オープン

データ連携
セキュリティSCM デジタルID

レポートを提供する機能 Data Consume & Analysis

予測分析・最適化

One Dataプラットフォームサービスポータル

オンデマンドアクセス

dotData

Data Lake

シミュレーション・
デジタルツイン

可視化 API/データ配信

カタログ

NEC
開発
LLM

DWH
(高速トランザクション、Lean Data/Pay per Use)

Snowflake

Data Integration
 (Replication / Streaming/API/ETL/File/Transfer)

AzureDatafactory Mulesoft Confluent

Tableau Domo Celonis Mulesoft Confluent

AIを活用した
迅速かつ予測的な分析情報

Intelligent Data(AI)

ビジネスカタログ
を提供する機能

Global Data Catalog

ガバナンス＆ワークフロー モニタリング＆フィードバック

OpenAI

生成AI

causal analysis

秘匿生体認証

高秘匿連合学習

ブロックチェーン技術

データ品質・保護と
セキュリティの担保

Data Quality(GDPR他)＆ Security ・
・
・

データ仮想化 Data Virtualization 

Denodo

活用する
(ダッシュボード可視化／プロセスマイニング)

集める
  (データ仮想化)

貯める
(データクラウド)

基盤

tableau

denode

Snowflake
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ビジネスカタログ（標準情報種による共通言語化）

各種システムのデータを、一般のユーザがデータ利活用し易いように編集

ビジネスカタログ・標準情報種として一元化して提供することでデータの民主化を図る

ビジネスカタログ

標準情報種

データカタログ

データソース

システムデータを汎用的で利活用可能なビジネスデータへ

Finance

SCM

HR

etc

ビジネスデータとして活用・ブラッシュアップシステム起点のデータ整備

MDM

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

マ
ス

タ

経営
ダッシュボード

活用

データ検索

データ&アナリティクス統括部

ユーザ

フィードバック

ブラッシュアップ

基盤

denode

tableau
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経営ダッシュボード
CxO領域ごとのダッシュボードを一カ所に集約（CxO領域10領域・ダッシュボード98種）

誰もが知りたい時に知りたい情報にアクセス

分析/AI
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経営コックピット

ダッシュボードから経営として特に重要なものをピックアップして掲載

経営層～社員がクイックに確認、影響度合いに応じダッシュボードで詳細確認
新ブランドの
成長度合い

社員の
エンゲージメント

セキュリティ
インシデント CEO・CFO自ら執務室やスマホで活用

WW財務状況

NEC Corpの受注・売上・GP
AI業績予測

IT障害状況

品質・リスク

棚卸

商談ポテンシャル

商談と商品視点のGP率
公正GP率との乖離度

ESG経営
指標

分析/AI
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データドリブン経営で必要な要素
～ ガバナンス ～

戦略策定

基盤

分析/AI

組織/統制

人材

文化
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データの統制

DA統括部がデータマネジメント全体を統治するための基本方針を策定し、改善点を随時反映。

領域とDA統括部が連携して実行することで、ガバナンスの効いたデータマネジメントを実現

データ戦略

• ガイドライン作成
• 体制設計
• データライフサイクル

管理方法作成

基本方針策定

方向付け

【凡例】 DA統括部 領域

etc

フィードバック・改善

領域と連携し、伴走型でDA統括部が支援

• 命名規則
• 運用プロセス
• 体制と役割
• 必須成果物

• 実態に合った内容にブラッシュアップ
• 現場の生きた知見を反映

etc

計画

設計/実装

生成/取得

強化

データライフサイクルマネジメント

利用

廃棄
格納/維持

組織/統制
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レポートの統制

レポート利活用プロセスのポイント毎に具体的な施策を展開することで、開発スピード・ユーザ利便

性を向上させるとともに、モニタリング・フィードバックを通じてガバナンスを強化

作成する 活用する

FBする

サポートデスクによるフィードバック収集

ユーザのフィードバック・改善要望を取りまとめるスキームを
構築。ダッシュボードの更なるレベルアップだけでなく、この
スキームの中で標準外レポートの乱立も併せて防止する。

レポート利活用
プロセス

(DAが推進)

活用度合いのモニタリング

標準レポートは必ずKPIを設定し、定期モニタリングの上、必
要に応じて、レポートをアップデートさせるプロセスを構築し
運用する。

改善するレポート・データ一体による高速開発（改善）

スタイルガイドに加えて、適切なレスポンスを得るためのパ
フォーマンスガイドを作成し、レポート(Viz)のCreatorに展
開・教育し徹底を図る

統一された設計ガイドによるユーザ利便性向上
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＃
知りたいこと

（何を知りたい？/何を決めたい？）

分析するもの(何を) 分析の視点
（どのような視点で分析する？）分析対象 具体的な指標

1

2

3

4

…

＃ 利用者（誰が） 利用シーン（どこで） 利用タイミング（いつ）

1

2

…

分析テンプレート（業務要件）｜レポート名

業務要件

目的
（なぜ？）

業務シーン レポートの利用者

レポートを利用する役職や役割を記載

レポートを利用する場面

レポートを利用する会議体名称
もしくは利用場所（自席 等）を記載

レポートを利用する頻度

「利用シーン」に対応する頻度を記載
（Appendix参照）

分析することで
知りたいこと・決めたいこと

分析することで把握したいことや
決断したいことを記載

レポートの利用目的

レポートでの
分析対象

「知りたいこと」を明確
にするために分析すべき

指標

レポートでの
分析対象

「分析対象」を構成する
代表的な情報種を記載

（複数可）

分析時の確認観点

「分析するもの」を分析する際の
チェックポイントを記載

© NEC Corporation 2021 NEC Group Internal Use Only43

情報種 データソース メジャー名（例） 利用データ期間 連単区分
データソースの

更新頻度

データの粒度

分類項目 必要な階層

分析テンプレート（データ要件）｜レポート名

情報種の取得元

情報種の取得元とな
るデータソース名称

を記載

情報種の更新頻度

情報種を更新する
頻度を記載

（Appendix参照）

取得期間の
連単区分

情報種の連結・単独
区分を記載

情報種の
メジャー名

情報種の項目名称例
を記載

情報種を区分する
項目の名称

情報種を区分する項目
（ディメンション）

の名称を記載

情報種を区分する
項目の階層

「分類項目」の
階層構造の内

必要な要素を記載

情報種の
取得期間

情報種を取得する期
間を記載

分析テンプレートの作成とサイト掲載

利用目的を改めて明確化して直感的に分かるVisual化の促進と
不要な資料の廃止を両立。データドリブン経営サイトに掲載し、
レポートの検索性も向上させる。

Tableauスタイルガイド

レポート要件 データ要件

レポート・データを分離せず、一体となった開発体制を構築す
ることで、レポートのデザイン、分析項目・軸の追加だけでな
く、新規データの引き込みなども迅速に対応する。

パフォーマンスガイド

組織/統制
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DA統括部

領域横断支援（CoE）

経営ダッシュボード推進体制

領域オーナー(CxO)のリーダーシップのもとで経営ダッシュボード開発を推進

オーナー会議でCxO自らが事例や活用方法を紹介することで、想いを前向きに繋いでいく

機能領域

CXO支援統括

開発支援

設計・構築
NES

PM

PJ責任者

CIO

統括部長

データマネジメント
グループ

データドリブン経営
推進グループ

CTO

CFO(Finance/Corporate Strategy)

CSCO

CHRO

CIO/CISO

COO（IT）

COO（社会インフラ）

CDO (Digital/Marketing)

M
D

G
O

N
D

P
F

経営ダッシュボード推進体制 経営ダッシュボードオーナー会議

IT

• 経営ダッシュボードの事例・活用方法の共有
• 領域横断の課題に関する討議

• 四半期ごと

• CxO、領域主管、DA統括参加者

開催頻度

目的 • 経営ダッシュボードの推進力・想いの維持

アジェンダ

CTO
支援担当

CFO
支援担当

CSCO
支援担当

CHRO
支援担当

CIO/CISO
支援担当

COO（IT）
支援担当

COO（社会インフラ）
支援担当

CDO
支援担当

CXO支援担当者

組織/統制

投影のみ
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データ利活用の壁と施策
• 全社横断でのデータ利活用を推進する中で、次々に新しい壁が発覚

• 現場とのコミュニケーションをとり、それぞれ対策を講じて壁を乗り越えることが重要

文化

“今じゃない”

“なぜやるの？”

“うちは
今のままでいい” “何から

どうやる？”

“凄い忙しい”
“分からない” “作ったけど

使ってくれない”

“これで
大丈夫かな？”

意
識
の
壁

意
識
の
壁

ス
キ
ル
の
壁

継
続
の
壁

活
用
の
壁

具
体
的
な
活
動

施
策

意識改革
セッションで

変革意識を醸成

Tableauを活用した
経営管理基盤を啓蒙

・事業部門個別セッション
・改革テーマ選定
・深掘り/活用事例ワークショップ

内発的動機づけされた
メンバに対する施策

Creator研修＋
相談できる場の提供

・テクニカルトレーニング
・分析フレームワーク
・駆け込み寺

ハンズオン支援

当該部門としての
意思を醸成する支援

・変革者の見極め
・推進力が弱い部分に

ドライバーとなる施策

Viewer向け専用
トレーニング

データを見るスキルを養う
トレーニング

・データ探索体験
Excel vs Tableau

・データ探索ハンズオン etc...

データ利活用を
推進できる！
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NECのデータドリブン経営に向けたポイント

経営層の

オーナーシップ

ビジョン・方針

を描く

Quick Win

と改善

全社横断の視点を持つデータ専門組織
- 強い想い -
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